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「時を守り・場を清め・礼を正す」は、みなさんに身につけてもらいたい行動規範です。今回

は「時を守り」について書きます。毎朝登校して来るみなさんの様子を８時から校門で見守って

います。①時間に余裕をもって登校する生徒、②８時２０分ぎりぎりに駆け込んでくる生徒、 

③遅刻しているにもかかわらずマイペースで登校してくる生徒。さて、みなさんは①②③のどれ

に当てはまりますか。あいさつと同様に、人間関係を築く上で最も重要なことは、約束した時間

を守ることです。時間を守らないと、それだけで相手の信用を失ってしまいます。あとから挽回

するのはかなり大変なことです。ふだんから時間を守る習慣がないと、肝心な時にも同じ失敗を

繰り返してしまいます。最近では携帯電話やメールが普及したために、時間の変更を簡単に相手

に伝えられるようになりました。そのことが、かえって約束の時間を守る事をより難しくしてい

るのかもしれません。価値観や思考方法と同様、時間に対する感覚も人によって異なります。の

んびりの人もいれば、せっかちの人もいます。ただ、学校という集団生活を行う場では、時間に

余裕をもって行動できるように心掛けましょう。 

 

 

 

 

先日、教育委員会から連絡がありました。「令和元年度に行われた全国学力・学習状況調査の

質問「学校の授業以外に１日当たりどれくらいの時間読書をしますか」の項目が全国平均を大き

く上回っているので、どの様な取組をしているのか教えて欲しい」との内容でした。「毎日の朝

読書」「給食の準備時間の読書」等の「いつでも読書」の取組を紹介しました。 

読書活動は、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、生きる力を

身に付けていく上で欠くことのできないものです。また、読解力や思考力を養う上でも最適です。 

５月３１日（月）に３年生が学力定着度診断テストを行いました。国語は問題文が長いので、

最後まできちんと読むのに根気が必要です。何を問われているのかのポイントを押さえないと余

分なことを書いてしまったり、逆に必要な部分が抜けてしまったりします。国語以外の教科も読

解力と思考力、そして書く力が必要とされます。そこで、永犬丸中学校では、「目指せ！読書活

動日本一」を合い言葉に、読解力と思考力を養うためにも、今後も読書活動を推進していきます。 
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